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当所では県内 10 か所の公立病院，4 か所の富山
県厚生センター，富山市保健所，衛生研究所を定
点として病原細菌の検出情報を収集している．
2019 年 1 月から12 月までの検出情報を検出材料
別および菌種別に集計した（図 1）．公立病院で分
離された黄色ブドウ球菌については，メチシリン
耐性ブドウ球菌（MRSA）の割合を求めた．

菌種別では，大腸菌が4,612 株と最も多く検出
され，26.3% であった（図 1）．次いで，黄色ブド
ウ球菌が2,799 株（16.0%），コアグラーゼ陰性ブ
ドウ球菌 1,536 株（8.8%），インフルエンザ菌が
1,266 株（7.2%）であった．

検出材料別分離割合は，尿からの分離が6,744
株と最も多く，その割合は38.1% であった（表 1）．
続いて喀痰，気管吸引液および下気道の材料から
の分離数が4,436 株（25.5%），血液からの分離数
が2,249 株（12.9%）であった（表 1）．これらの
材料からの分離報告数で全体の約 77% を占めてい
る．

以下に材料別の分離状況について報告する（表
2）．
糞便：分離株総数は1,182 株で，前年の105.2％で
あった．最も多かったのは大腸菌 615 株で，前年
の554 株 から増 加 した． 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

（EHEC）は，血清群 O157 が16 株，O26 が9 株，
OUT が5 株，合計 30 株分離された．次に多かっ
たのは黄色ブドウ球菌 257 株（そのうちMRSA
は42.8％）であり，前年の97％であった．カンピ
ロバクターは176 株で前年の98.3％であった．ま
た，EHEC 以 外 の3 類 感 染 症 で は，Shigella 
sonnei が2 株分離された．
穿刺液：分離株総数は356 株で前年の106.9％で
あった．Anaerobes，大腸菌，コアグラーゼ陰性
ブドウ球菌が多く分離された．
髄液：分離株総数は3 株（前年は6 株）であった．
血液：分離株総数は2,249 株で前年の98.2％で
あった．大腸菌，コアグラーゼ陰性ブドウ球菌，
黄色ブドウ球菌（MRSA は38.4％）が多く分離さ
れた．
咽頭および鼻咽喉：分離株総数は1,327 株で前年
の79.6％であった．インフルエンザ菌，肺炎球菌，
A 群溶レン菌が多く分離された．
喀痰，気管吸引液および下気道：分離株総数は
4,436 株で前年の108.6％であった．黄色ブドウ球
菌（MRSA は45.4％）が最も多く，緑膿菌，肺炎
桿菌，インフルエンザ菌なども多く分離された．
尿：分離株総数は6,744 株で前年の104.6％であっ
た．大腸菌が最も多く分離され，腸球菌，コアグ
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図 1. 菌種別報告数（2019 年）

ラーゼ陰性ブドウ球菌，肺炎桿菌なども多く分離
された．
陰部尿道頸管擦過（分泌）物：分離株総数は
1,222 株で前年の95.2％であった．B 群溶レン菌，
Candida albicans が多く分離された．

謝　　辞

県内 10 か所の公立病院と4 か所の富山県厚生
センター，富山市保健所の検査担当各位に感謝い
たします．

－ 118 －

富山衛研年報　第43号（2020）



表 2．月別・菌種の病原微生物検出状況（2019）
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